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1線条断線の畿光灯の点灯特性について
中 谷 秀 夫
The Characteristics of出.e Fluorl配ent Lamp that One of the Fi1aments in Pairs 
is Broken Down . 
Hideo NAKAT ANI 
、
1 have investigated some lighting characteristics about the f1uorecent lamp with the 
broken down filament on the other side ( cf . Fig . 2 ) ， in comparison wìth the glow-switch 
starting f luorecent lamp which the filaments in pairs are normal condition ( cf . Fig . 1 ) . 
1 . まえがき
グ ロ ー ・ ス タ ー 夕方式 の 壁光灯管 の タ ン グ ス テ ン 線条電極 ( 図 ー 1 の f ) が 断線す る こ と は機械的
衝撃に よ る か ， 安定器 の設計或 い は使用 上の不適当 に基づ く 過電流以外に は な い 様であ る o こ こ で1
線条断線 と は対向す る 両線条 の 1 本 の 糠条が完全に線条支持点 の 補助陽極 で 断線 し ( 図 -2の fl) 断
線線条 が管 内 に残留す る 場合 で他 の 1 本 の 線条 ( 図 -2のf2 ) は異常 が な い場合につ い て を い う の で
あ っ て ， 線条支持点 の 片方 で断線 し 断線線条が支持点 の 他方 で 支 え ら れ て い る 場 合を除外す る 。 こ
の こ と に つ い て は既に 少 し く 触れて発表 し た 。 而 し て ， グ ロ ー ・ ス タ ー 夕方式の20W盛光灯用 の 安
定器と， 故意に 1 線条を 断線せしめたFL -20 W壁光放電灯管 を使用 し ， 60 C . P . S . 交流電 源に よ り
以下に述べ る 点灯回路方式に よ り 始 動 し ， 点灯後 の 調光並び に電気的特性につ い て ， 両線条 の 正常
な盛光灯管 の グ ロ ー ・ ス タ ー 夕方式 と の 比較を突験 的 に 研究 した結果を述べ る こ と と す る の
2. 実 験方法
先づ比較 の 基準 と な る 両糠条 の 正常な壁光灯管 の グ ロ ー ・ ス タ ー 方式の点灯回路を「正 常点灯」
と 称す る こ と に し て ， 実験 に 供 した市販 の チ ヨ ー ク ・ バ ラ ス ト Ch. の電圧 ・ 電流特性を 図 ー 1 に示
す凸次に 1線条断線 の 盛光灯管 の 点灯回路 と し て 図ー 2 の 三方 式につ い て 実験を試みたo 即 ち ， 図-2
tv ( A)は断線 側 f 1 の 口 金 ピ ン 2 本 を 一 括し電100. 源電 圧Vsを 130V位に L ， ス イ ッ チ S の 開聞の
繰返 し即 ち ， マ ニ ア ル ・ ス タ ー 夕方式 と す る も
の で「半波 整流形点灯」 と 略称す る 。 図 -2(B)
は セ レ ン 整流器に よ り 全波整流 し電源 電 圧 Vs
を90V位に し 同様に マ ニ ア ル ・ ス タ ー ト せ し め
る 方式で「脈流点灯」 と 略称する。 図 -2 (C) 
は ト ラ γ ス Tr . を2個使用 し て 放電灯管 が恰 も 整
流管 ・ 整流器 に於け る 単相全波 整流方式 と な る
様に結線 した も の で 断線 側 f1の 2 本 の 口 金 ピ ン







常線条 f2側を陰極 と し て 作動せ し め た。 適当 な線条
加熱電流 と 印加電 圧の 下では〔線条加熱電 流 lfは局
部放電 を起す程度即 ち 0 . 35�0 . 40 A に な る 様に調整
し て 図 中のVsが90V位 に於てコ瞬時点灯に準 じ た 始
動が可能な方式で「全波整流形点灯」 と 略称す る 。
以 上の 各点灯回路につ い て 室温 ( 16oC �170 C) ， 湿
度(70�7596 )の比較的変化のない条件でスライダ
ツ ク に よ り 電 瀕電 圧Vsを従っ て ラ ン プ電流I.e (R.M尉
S.)入力W(チヨーク ・バラストの損失を含む入光
束 ( 灯管 を机上に水平配置 し管 中央か ら 0 . 5m の 位置
$， 
の限度計 の読み で代 用す る 。 之
の可否に つ い て は別途に検討を
要す る 。 )を 変化 した と き の 特
性及び点灯後 の 低照度域の 調光
特性に つ い て 研究 した 。 尚 ， ブ
ラ ウ ン 管 オシ ロ グラ フ に よ り ラ
ン プ電 流 の 波 形を観 測 した 。
3. 実験結果
前述の方法 に よ り 得 ら れ た
Da ta を 整 理 し て 次 の 結果 を導出 した 。
(1). ランプ電流r.e (R.M.S.)と照度E ( 一定位置 の照度計の読み ) と の 関係及びラン プ電流O . lA
以下の 低照度領域を拡大 したの が図 -3 ( A) ，  ( B ) であ る 。 尚 ， 照庄は比較を容易にす る た め労
を併記 してあ る が之は「正 常 点 灯JでVs=100V の と き の I.e=0 . 36Aに対す る 照度 ( 実測佐655Lx)
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4イ) . 図ー3 ( A ) に於 て ラ ン プ電流r.eが0 . 32A以 下 の 直線的 の 傾 向 の 部分では ラ ン プ電 流に対する
照度の変化率がO . OlA当り「正常点灯!で'lí. 5Lx， I全波整流形点灯」及び「肱流点灯[で共に 1 5.
10 
工x， í半波整流形点灯」で8.8 Lxで， 別の表現をすると夫々定格光束⑨3.8917， 2.3:ぢ， 2.3%， 1.3 
%であ る つ 但 しド全波整流形点灯」に関 して は ， 図 -2 ( C ) に 於て ， 点灯後 ス イ ッ チ Sl をOff ， S2 
を On ， S3を Off の操作に よ り線条加熱電流lfを 零に した も の につい て 示 し た も の で「肱流点灯」 の
特性 と は殆んど一致 して， 両者 の 差 異 の検出 は 困難 であ る つ
(ロ) . 図-3 (B)に於ては， 図-3 (A)の定格光東の30%以下の消灯直前迄の滅光特性を拡大再掲
したもので「正常点灯」では0.073A， 光東は定格光来の23.3:ぢ(実測値153Lx.)迄 が点灯後 の減光
限度 と な る が ， í全波整流形点灯」ではO.026A， 6劣C39Lx.) í脈流点灯」で同じ程度にO.026A，
5労(33Lx.) í半波整流形点灯 | で は 0 . 043 A ， 6.5労(42 Lx. ) と な り かな り の低い減光限度 が得
られたっ
料. 更に図-3 (C ) は 「全波整流形点灯」 に於て， 線条力Li熱電流If の 値によ る 減光特性の変化 の
模様を示すも の で ， 曲線に添記 の ;意味は点灯後部j述 の スイッチSl> S2' Saの操作により1fを零にし
たものを 1fニO と し ， 始動前 の線条加熱電流1f をスライ ダ、 ツク SD M ， SDf.に よ り O . 4A にセッ ト し
て ， ス ラ イ ダツクSDpに よ り 始動し点灯後 も SDpに よ り V..従っ て 1ftを調節 し た も の を lfニ0 . 4 と し ，
同様 に始動前IfをO . 4A と し点灯後 の調節 は メ イ γ ・ ス ラ イ ダツクSDMに よ っ た も のを1fニO . 4�0 と
したものであ る 。 之に よる と If =0.4のものは陰極側線条端子間の局部放電に基づいて超低照度領
域では管全体 の明 る さ が顕著に不均ー と な る が， IfニO . 4�Oに依 る 方式 では明 る さ のむらがなく，
定格光東の零の直前までかなり安定した点灯を継続したっ
(2) . 次に チヨー ク ・ パラ ス ト の損失を含 めた灯管へ の入力W と 照度 E と の 関係 及び lOwatt 以下の
低照度領域を拡大したものを図-4の(A)， (B)に示し定量的な結果を表ー1に示した。表中の※
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印 はラ ン プ電 流がO . 4Aを超過す る もの で ， 安定
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表-1 20W鐙光放電灯への各入力に対す
る照度ι、変化(%)
(1). (1). 図--3(A)に つ いて「正常点灯Jに供 し た 灯管 と ， 1線条断続、ゼ しめた灯管 と は 使用経歴 ，
使用 時間 に 相当の開 き があ る の で ， í正常点灯」 と の比較は参考にすぎな い が ， i全波整流形点灯
!並びに「脈流点灯Jと「半波整流点灯!との比較については， 同一R.M.Sのランプ電流I.eにつ
いて照 度を 比較す る と 後者は一様に刊割減少 し ， 光東 が平均電 流に比例す る と してv今に な る
こ と と よ く 一致 している 。
(ロ). 図-3 (B) (C) の 結果について は ， ランプ電I::Ev ft ， ラン プ電 流 ift の波形を 示す 図 ー 5に原因
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陰極点保持期聞は半サイ ク ル である
が「半波整流形点灯Jに 於 て は正常
な 線条 の陰極点保持期間が半サイク
ル を僅か超過す る こ と 及び特にラン
プ電流の瞬時値が高 い こ と が影響 し
て い る 。 更 に I全波 整流形点灯J ， 
「脈流点灯Jでははが零線の上に
あ っ て 連続的 と な っ て い る こ と であ
「脈ぬ点灯」 る。次に「脈流点灯」のvQはラン
(全波整流形点灯はilのみ) プ電流 IQの 小 な る 時 は「正常点灯」
に よ る vQ の波 形を 全波 整 流 し た形
と な っ て い る がIQの 増大に伴い ， 脈動率の減少 し て ゆ く の が観測 さ れた こ と を
附記す る 。
(2) . 図-3 (A) ， (B) に 関 して は「半波整流形点灯Jが他 3者に比 し ， 同一 エ ネ ルギ ーに 対 し て ，
照度が甚だし く 低ド し て い る 。 之は陰極点 に 消費 さ れ る エ ネ ルギ ー が大 き い こ と ， 並び に 照度計の
パ ル ス 状 の光束変化に 対す る 応答特性 ， 及び灯管 の 明 る さ の 不均ーが関係す る と 思われ る が ， 今後
検討し た し 、考 え であ る 。
5. む す び
1 線条断線の 盛光灯管 と そ れ と 共用 の チ ヨ ー ク ・ バラス ト と の 活用 を主題 と し て ， 上記図 ー 2 (A)
(B) ， (C)の点灯方式による点灯特性を吟味したが， 特に「全波整流形点灯方式Jでは他の二者に比
し良好な特性が得 られた 。併 し陰極線条加
熱電流を 連続的に通 じ る こ と は ， 線条 の 構
造 上か ら 好 ま しくな い し ， 叉， 陰極線条加
熱電流がO.3 A 以下の始動に 当 つ て は， 陽
極側の補助陽極問のアーク短絡(紫， 桃色
の 局部 放電 〕 を起 し始動が困難 と な る 等の
問題があ る 。 既述 の 結果を綜合 し て 結論 と
し て 表 ー 2 に 各点灯方 式 の 比較を示 し たの
尚 本実験に関 連する灯管の 温度分布， 温度
特 性 ， 暗端効果 ， 光色 ， 雑音・障宮等 の 問題
は割愛 し た 。 終 り に 臨み御指導を頂 く 上野
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表-2 各点灯方式の比較
